
生活安全課

１．調査の目的

２．調査の方法
調査時期：令和７年２⽉〜３⽉
調査方法：調査票を郵送により送付及び回収

３．調査の対象
令和６年度に事業を利用して急発進抑制装置を整備した99人（89人から回答）

補助対象者の年齢層

年齢 人数 割合
65〜69歳 10人 10%
70〜74歳 20人 20%
75〜79歳 29人 29%
80〜84歳 30人 30%
85〜89歳 9人 9%
90〜94歳 1人 1%
合計 99人 100%

令和６年度の「岡山市自動車急発進抑制装置整備費補助金（以下「事業」という）」に
ついて、利用者がどのように感じているのかを把握し、今後の政策に活かす。

「令和６年度自動車急発進抑制装置整備費補助金」に
関するアンケート結果
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４．調査項目と回答
①この事業についてどこでお知りになりましたか。

選択肢 回答数 割合
■ 市⺠のひろば（広報紙） 35 39%
■ テレビ 21 24%
□ ラジオ 0 0%
□ 出前講座 0 0%
■ インターネット 4 4%
■ 家族からの紹介 13 15%
■ 知人からの紹介 10 11%
■ 警察からの紹介 1 1%
■ その他 5 6%
□ 無回答 0 0%

合計 89 100%

②申請をした一番の理由は何ですか。

選択肢 回答数 割合
■ ブレーキの踏み間違いによる事故に対し不安を感じてい 32 36%
■ 自動車事故に関するニュース等を見て運転に不安を感じ 31 35%
■ 以前から自動車急発進抑制装置に興味があったから 19 21%
■ その他 7 8%
□ 無回答 0 0%

合計 89 100%

③申請するより前に、自動車のアクセルとブレーキを踏み間違えたことがありますか。

選択肢 回答数 割合
■ ある 10 11%
■ ない 79 89%
■ 無回答 0 0%

合計 89 100%

④装置を整備してから、実際に自動車のアクセルとブレーキを踏み間違えて装置が作動したことはありますか。

選択肢 回答数 割合
■ ある 4 4%
■ ない 85 96%
■ 無回答 0 0%

合計 89 100%
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⑤装置を整備して困ったことはありましたか。「ある」の方は理由も教えてください。

選択肢 回答数 割合
■ ある 15 17%
■ ない 74 83%

合計 89 100%

⑥この事業を利用して、総合的に満足されていますか。

選択肢 回答数 割合
■ 満足 56 63%
■ やや満足 29 33%
■ どちらでもない 2 2%
□ やや不満 0 0%
■ 不満 1 1%
■ 無回答 1 1%

合計 89 100%

⑦満足された点を教えてください。（複数選択可）

選択肢 回答数 割合
■ ブレーキ踏み間違いによる事故への対策として効果があった 11 12%
■ 以前より安心して運転することができている 76 85%
■ 装置を少ない出費で整備することができた 61 69%
■ 特に満足した点はない 0 0%
■ その他 1 1%

⑧不満に感じた点を教えてください。（複数選択可）

選択肢 回答数 割合
■ ブレーキ踏み間違いによる事故への対策として効果がなかった 0 0%
■ 申請手順や補助内容が分かりづらかった 16 18%
■ 特に不満に感じた点はない 65 73%
■ その他 9 10%
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